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算数科におけるPISA型読解力を重視した授業モデルの創造
延安 浩 (広島県三原市立須波小学校)･黒崎東洋郎 (岡山大学教育学部)
PISA型読解力は良好とは言えない状況にある｡PISA型読解力の育成は､算数教育においても喫緊の
課題である｡算数教育の中でPISA型読解力を育成するには,実現したい姿を具体的にイメージ化するこ
とが大切であるQ算数科でPISA型読解力が身についた姿をイメージ化することで,目標が明確になり,
目標を達成する方策も具体的になると考える｡それでは､読解力が身についた姿とはどのような姿だろ
うか｡PISA型読解力の構成要素は､｢理解｣｢熟考｣｢活用｣である｡｢理解｣とは､間短から必要な情報
を取り出し､根拠を基に図･式･ことば等の数学的表現を用いて自分の考えを見出すことである｡｢熟考｣
とは､自分の考えを説明し､他者 との話し合いの中で自己の考えを振 り返ることである｡｢活用｣とは､
獲得した知識､技能､考え方を創造的 ･発展的に新たな学習や 日常生活に生かすることである｡以上の
ように考えて､PISA型読解力を育成する授業モデルを陳発 した｡
キーワー ド:PISA型読解力､理解,熟考,活用
I.研究計画
1.昨年度の成果と課題
昨年度,本校は次のような研究テーマ,サブテー
マのもとに,3つの手立てを立てて論理的思考力の
育成に取り組んできた｡
(D研究テーマ
｢確かな学力を育てる授業の創造｣,
②サブテーマ
｢算数科におけるPISA型読解力を重視 した
授業づくり｣
<手立て>
○既習の ｢活用力｣を明らかにし,児童の思考を具体
的に想定する｡
○学び合いの場にPISA型読解力を位置づける｡
○個の学びの履歴 (評価)からの指導を行なう｡
③結果
○単元別テストの通過率が平均2点上昇
○学習の達成感 ･満足感の向上0.2ポイント上昇
○観点別評価では ｢数学的な考え方Jの観点が,
他の観点より平均 5点低いD
以上の結果より,昨年度の成果と課題を次のよう
に整理した｡
(成果)
○数学的総合力の育成
○児童の内発的動機の向上
(課題)●｢数学的な考え方｣の育成が不十分
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④課題の分析
｢数学的な考え方｣をさらに詳 しく分析すると,
数学的に考える力においては,2つのことが明ら
かになった｡
ア.数学的に考える力に課題
解決の方法や考え方を説明 ･記述する力と数量の
関係について決まりを見つけたり,面積の求め方
について発展的に考えたりする力に課題がある｡
ィ.説明力に課題
式や計算の意味理解と計算の方法を説明 ･記述す
る表現力に課題がある｡
⑤課題の原因
課題の原因を次の3点に整理 した｡
ア.教材研究
｢どのように計算するのか｣｢何を活用するのか｣
等､根拠や手順に関する教材研究が不十分であっ
た｡
ィ.発問
数学的な考え方を導く発間の焦点化が不十分であ
った｡
ウ.学習活動
学習の中心的活動となる算数的活動の在 り方が
明確でなかった｡
2.本年度の研究主題
この課題をうけて,今年度,本校は次のような研
究テーマ,サブテーマのもとに,3つの手立てを立
てて論理的思考力の育成に取り組んできた｡
①研究テーマ
｢確かな学力を育てる授業の創造｣,
②サブテーマ
｢算数科におけるPISA型読解力を重視した
授業モデルの創造｣
<手立て>
○ 算数の授業モデルの開発と発間構成の工夫
○ 言語技術を活用 したコミュニケーション能
力の育成
○ 評価方法の開発
(卦pISA型読解力とは
pISA型読解力については,文部科学省が以下
のように定義づけて,改善の方向性を示している｡
○定義
自らの目標を達成し,自らの知識と可能性を発
達させ,効果的に社会に参加するために､書か
れたテキス トを理解 し,利用し,熟考する能力
○改善の方向性
○テキス トを理解し,評価しながら読む力を高
める
○テキス トに基づいて自分の考えを書く力を
高めるo
○様々な文章や資料を読む機会や自分の意見
④PISA型読解力と算数科
数学的な思考の育成を図る授業改善のために,ま
ずPISA型読解力と算数科で付けたい力の関
係を整理した｡
○テキス トを理解し,評価しながら読む力
○情報を取り出し,関係を読み取る力
○既習事項を活用し解決のための見通 しをも
つ力
○テキス トに基づいて自分の考えを書く力
○自分の考えや解決方法を図や式に表 し説明
できる力
○様々な文章や資料を読む機会や自分の意見を述べ
たり書いたりする機会の充実
○数学的に,より価値のある数学的な考え方を
追究する力
ここで整理した力を,45分間の授業の中でどのよ
うに育てていくのか今年度研究している｡
3.研究の仮説,手立て
(D授業モデルの開発
次の図は本校が今年度作成 した授業モデルであ
る｡45分間の授業展開を ｢問題把握｣｢自力解決｣
｢理解｣｢熟考｣｢活用｣の5つの過程に分け,そ
れぞれの過程に明確なねらいを設定した｡
ア.問題把握
問題を理解し,課題を把握したり,既習事項を確
認 したりして,問題解決のための見通しを持たせ
る｡
ィ.自力解決
既習事項を活用したり,算数的活動をもとに自分
の考えをワークシー トやノー トに図や表 ･ことば
を使って記述したり,自分の考えを明らかにさせ
る｡これは,個々の思考を書くことで見える形に
することである｡
ウ.理解
言語技術を活用しながら,自分の考えを相手に分
かり易く､根拠や手順を明確に説明させる｡
聞く側は友だちの考えは何を根拠にしているの
かをはっきり聞いて､友だちの考えを理解する｡
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工.熟考 オ.活用
教師が焦点化した発間により,ねらいにせまる 適用題を解き､友だちの優れた考えを自分の中に
コミュニケーションを通 して児童は自分の考 取り込んで､自己の学びを形成する｡
えを深めたり,考えを修正したりさせる｡
図1 授業モデル
授 業 モデ ル
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問 題 把 握 ;
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自 力 解 決
理 解
学 習 活 動
◎問題の理解と課居の把撞
･解決の見通し(既習事項の確認)
◎推論しながら自分の考えを明ら
かにする
･算数的表現の活用
◎自分の考えを説明する
･言語技稀の活用
◎発間により自らの考えを深める
◎学習の定着を図る｡
･済応言責.発罵問頴.算数日記等
P IS A 型 読 解 力
(ア)テキストを理解する力
○情報を取り出し関係を読む力
○解決の見通しをもつ力
(イ)テキストに基づいて自分の考えを
書く力を高める
○自分の考えや解決方法を図や式に
(ウ)嫌々な文章や糞料を読む機会
や自分の意見を述べたり雷いたり
する機会を充実させる.
○数学的により価値のある考え方を
② 発間構成の工夫
数学的な考え方の育成を目指 した発間の工夫を 学習指導要領に示されている方法に関する数
行なう｡教師の発間により,児童は思考する｡本校 学的な考え方の中から,今年度は以下のように
が重視しているのが熟考の場面での発間である｡ 4つについてまとめた｡
表1 発間と発言マニュアル
数学的な考え方 思考パターン 発 間 発言のマニュアル
芙員推的な ○1例を元に ○今まで学習した方法で問題 ○△△の時も,○○してできましたD
考え方 する考え方 を解決できないかな だから,この場合も○○するとできると思いますO
帰納的な ○2例以上を ○数値が変わつても使える考 ○私は,○○の考え方だと思います○元にする考 え方はどれだろうか○そのわけ △△にして考えてみると,..ですnだ
考え方 え方 皇室主よ_≡｣_ から,○○の考え方は,数値が変わつ
○別の数値や場面でも当ては てもいつでも使えます○○私は,○○
めることができるか だからだと思います○
演えき的な考え方 ○データーや ○習った何を拠 り所に考えた 前､○○は△△であると学習しました凸既習事項を根拠に考える力 のカゝ (明確な根拠から一般的な説明に)
発展的な考え方 ○さらによい ○ もつと簡単に解決する方法 ○私は,○○の方法で考えましたo三
方法を発見 し はないか (よりよい方法) の方法だ と△△ とい う良さがありま
ていこうとす ○違 う方法はないか (観点の転 五 ｣
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③コミュニケーション能力の育成
読解力とことばは密接に関連 している｡そこで,
算数的活動やことばの表現を指導することで,読
解力を育成していくことを計画したOそのために,
自分の考えを説明したり話 し合った りする場を
r理解｣｢熟考｣｢利用｣と設定した｡
ア.理解
言語技術を活用して,を自分の考えを説明させる｡
この説明のポイントは,順序と根拠である｡
どのように説明すれば,相手を理解させることが
できるのか,どのように聞けば相手のことが理解
できるのかを指導する｡
順序の明確化
畳塾に○○します｡迭追△△します｡
最後にロロします
根拠の明確化
わたしは,○○だと思います｡
理由は,○○だからです｡
自分たちの考えを確かめた り深めた りする場で
ある｡教師の発間に対して,どのような発言をす
ればよいのか､その表現を指導しながら考え方を
深めていく｡
(例)類推的な考え方
私は,○○の方法でできると思います｡
△△の時も,○○してできました｡だから,
この場合も○○するとできると
考え方を表現する型を指導 していかなければ理
解は深まらない｡表現力をつけることで読解力を,
読解力を付けることで表現力を向上させていく
ことを目指そうとしている｡
④評価方法の開発
研究の手立ての検証として,次に2つの評価を計
画した｡
ア.児童の実態把握のための評価
読解力の育成を診断的,形成的評価をするために,
次のように評価方法 ･内容 ･場を計画した｡
評価方法 ポートフ 適用磨プ 意識アンケオリオ リント -ト
評価内容 知識 .技能 .思考 関心 .意欲(内発的動機の変容)
ィ.教師の指導の評価
読解力を育成するための授業実践に改善するた
めに授業自己評価を行なう｡学習参加,児童の発
言内容,発間,授業展開,板書,教室環境の6項
目を,それぞれステップ1から3と段階を設けた｡
この項目を自己評価することで,課題から改善の
具体化を図る｡これは,本校の授業自己評価規準
表である｡
表 2 授業自己評価規準表
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Ⅱ,研究の実践
上記の手立てが有効であったか,2つの授業実践
で検証する｡
本校では授業の目標を2つ設定している｡
学習の内容に関する数学的な考え方
方法に関する数学的な考え方
内容に関する目標 を達成することによりに知
識 ･技能を獲得し,方法に関する目標を達成するこ
とにより,考え方を獲得することができると考える｡
知識 ･技能と考え方を獲得することができれば,読
解力の育成を図ることができると考える｡
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1.実践事例 2年生 ｢たし算とひき算の筆算 (1)｣
(D本時の目標
2位数+2位数で-の位に繰 り上がりのある
筆算の計算方法を考えることができる｡
｢10の束ができると次の位に繰り上がる｣
｢筆算は 1の位から計算する｣計算方法を活
用することができる (類推的な考え方)
③授業モデル
(ねらいを明確にもつ)
泰時の内容
ロり上がりあり
34
+28
9
34+28の計算方法を考えよう
自力 解 決
(自分の考えをもつ)
(わかりやすく説明する)
呈エーの位から計算します｡4+8-12二空位
は2次に十の位を計算します｡ 3+2-5
上里位は5だから,答えは52です｡
呈三一の位から計算します｡4+8-12 =空
位は2_次に十の位を計算します｡ 12の10は
繰り上げて1+3+2-5 十の位は6_ 豊
から答えは62
(繰り上がりの意味を理解する)
AとBの考え方の違いは何でしょう｡
正しい答えは,どちらでしょう｡その訳も
繰 り上がりのない筆算の学習を既習事項として,級
り上がりの意味を理解して,正 しく計算させるため
に,誤答と正答を比較 ･検討する ｢誤答修正型｣の
授業である｡
②授業仮説
繰 り上がりの観点から十の位の数字の正誤を比
較検討させていけば,十進数位取りの仕組みに基
づいて繰 り下がりのある筆算の問題を解くこと
ができるであろう｡
④実際の授業
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2.実践事例 5年生 ｢小数×整数 小数÷整数｣
(D本時の目
考え方の正 しさを示すために,いくつか
の解き方の中か ら共通す る考え方を導き
出し.その考え方が正しいことを説明しようと
することができる｡ (帰納的な考え方な考え
②授業モデル
(小数)÷ (整数)で単位の考え方を用
いて商が小数になる計算の仕方を考える
>がて=･貴ス
(ねらいを明確にもつ)
既習事項
2÷4-0.5
0,1が20で20÷4
0.1が5で答えは0.5
本時の内容
02÷5-?
0.2÷5の計算方法を考えよう
自力解決
(自分の考えをもつ)
AO.01を単位として Bmをcmに変換して
0.01が20÷5
0.01が4こ
0.2÷5-0.04
0.2mは20cm
20÷5-4
4cmは0.04m
(わかりやすく説明する)
0･01を単位として考えました.0･2は旦止⊥が
20個です｡20÷5-4 0.01が4個｡
だから,答えは0.04となります
(整数の計算方法の活用を理解
AとBの考え方の共通点は何でしょう
数が変わっても計算できるでしょうか｡
(小数の計算ができる)
0.4÷8-0.05
0.4 0.01がこ
0.01が (⊂コ÷8)
0.4÷8-0.05
自分で考えよう
′J､数÷整数の計算方法を,既習学習を活用した多
用な解決方法を ｢一般化｣の観点で比較 ･検討する
｢ブラッシュアップ型｣の授業である｡
③授業仮説
｢0.01を単位として見る｣解き方とcmで考え
る単位の換算を用いた解き方を取りあげ,考え方
の共通点を導き出させていけば,数の相対的な見
方を用いて (小数)÷ (整数)で商が小数になる
計算の仕方を理解することができるであろうo
④実際の授業
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ワークシー トに自分の
解決方法を記述する｡
J.宇[.JT_/d
0.01を単位として
考えます｡0.2は
0.01が20個です｡
20÷4-5 0.01
が5つだから,0.2
÷5-0,04です｡
iエン ｢r
0.01も 0.01mも,両方とも
駁数にして計算しています｡
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班.研究の検証
研究の有効性を検証するための,検証の視点を3
点,その方法を以下のように設定した｡
(検証の視点)
○基礎的基本的な知識 ･技能は定着したか｡
○既習事項を活用し､身につけさせたい数学的な
考え方を育成することができたか｡
○課題をもって熟考し､追求し続けることができ
たか｡
(検証の方法)
○単元別テス トの通過率｡ (4月と7月の比較)
○意識アンケー ト (昨年度の2月と今年 7月)
1.基礎的基本的な知識 ･技能は定着できたか｡
1学期の別テス トの総得点は,90点以上の通過率
の児童の割合は57%,達成指標である80%には到達
できなかった｡ しかし,4月と7月の単元別テス ト
の総得点の通過率を比較すると,6学年中,4学年に
向上が見られた｡第4学年,第5学年においては,
個に応 じた指導の工夫が必要であることが明らかに
なった｡
グラフ3 単元別テス ト (総得点)変化
1007552
辛 年 .年 年
2.数学的な考え方を育成できたか
1学期の別テス トの数学的な観点の90点以上の
通過率の児童の割合は49%,達成指標である80%に
は到達できなかった｡ しかし,4月と7月の単元別
テス トの ｢数学的な考え方｣の観点も通過率を比較
すると6学年中,4学年に向上が見られた｡
グラフ4 単元別テス ト (思考)変化
し臼TB_ BIBJ
第1学年 第2学年第3学年第4学年第5学年 第6学年
3.課題をもって熟考 し,追及 し続けることができ
たか
今年度 7月に実施 した算数アンケー トにおいて,
児童アンケー トによる意識調査において 3.6から
3.7ポイン トと意欲面の向上が見られ,達成指標で
ある80%に到達することができた｡さらに,CRT
学力実態調査での意識調査において,関心意欲態度
のポイン トが82.1から83.5-上昇,児童アンケー ト
による意識調査において 3.6から3.7と意欲面の向
上が見られた｡
グラフ5 CRT算数意識アンケー ト
3.成果と課題
(1)成果
○授業モデルのそれぞれの活動において,ねらいを
明確にし,そのねらいを達成するための発間や指
示を焦点化したことは,知識理解と論理的思考力
の定着に効果があった｡
○図,式､言葉等の算数的表現を用いて互いの考え
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を理解し合う活動を重視したことにより,学習内
容の理解が深まり,熟考力､活用力が向上した｡
(2)課題｡
○言語を活用し,算数的表現を用いた説明する力が
やや不十分である｡
○友だちの考えを聞いて自己の学びを変革するまで
には至っていない｡
Ⅳ.今後の方向性
これらの成果と課題を整理して,今後の方向性に
ついて3点挙げられる｡
○問題提示,算数的活動の工夫による学習意欲の
向上｡
○授業モデルの改善と発間の工夫により,一層の
論理的表現力 ･読解力の育成
○コース別学習,習熟度別学習の工夫 ･改善によ
る個に応 じた支援の工夫
1.問題提示,算数的活動の工夫による学習意欲の向
上
①問題提示の工夫
○情報が多量にある問題の中から,必要な情報
を選択する提示を行なう｡
○情報が不足している問題から,必要な情報を
抽出する問題提示を行なう｡
○熟考の場における根拠になるように,図やキ
ーワー ドを明確にした問題提示を行なう｡
②算数的活動の工夫
○帰納的な考え方や演縛的な考え方を活用 し
た,探求的な算数的活動を工夫する｡
○既習学習を活用して,新たな知識を作り出す
発展的な算数的活動を工夫する｡
○学習 したことを様々な場面で応用する応用
的な算数的活動を工夫する｡
○算数の知識 と様々な学習で得た知識を総合的
に用いる総合的な算数的活動を工夫する｡
2.授業モデルの改善と発問の工夫により,論理的表
現力 ･読解力の育成
①発間構成の工夫
○基本発問
中心発問にせまるために必要な思考を促す｡
○中心発間
本時のねらいにせまる考え方に気づかせる｡
○補充発間
ねらいとする内容を焦点化し,思考を深める｡
②評価方法の開発
○算数科固有の読解力を明らかにして,その評価
方法を開発していく｡
3.コース別学習,習熟度別学習の工夫 ･改善による
個に応 じた支援の工夫
(D学習形態の工夫
○ねらいにそった (｢知識 ･理解｣｢表現 ･処理｣
｢数学的な思考｣)工夫
②学習方法の工夫
○操作的活動 (調査,具体物等)の工夫
③事例集の作成
○発展的な学習や補充的な学習のカリキュラム
を開発する｡
Ⅴ.おわりに
中央教育審議会は,平成 15年3月に ｢新しい時
代にふさわしい教育基本法と教育振興期基本計画の
在り方について｣を答申し,教育基本法改正の必要性
や具体的な改正の方向について提言した｡教育課程
部会においては,実社会とのかかわりの中で｢生きる
力｣をより具体化し発展させるという観点から ｢人
間力｣という考え方を用いて検討を行ない,人間力と
は,｢主体性 ･自立性｣｢自己と他者との関係｣｢個人
と社会との関係｣に整理している｡
授業の中で人間力を培 うとは,問題に対する自分
の考えを構築し,他者との話 し合いの中で分かりや
すく説明をし合うことである｡そのコミュニケーシ
ョン活動の中で,互いを理解 し,納得し,変容してい
く｡自分の考えに固執するのではなく,友達の考えで
あってもよい考えは取 り入れ,変容することが大切
なのである｡これが､変化に対応する力,変化の社会
を ｢生きる力｣(｢人間力｣)につながる｡
このような中,本校では,子どもたちに ｢確かな
学力｣を育てるための授業モデルの研究を推進して
きた｡｢知識 ･技能の習得｣と ｢考える力の育成｣の
関係を明確にし,知識 ･技能の習得と活用,活用型
の思考や活動を授業過程の中に位置づける授業モデ
ルを作り,それを日々の授業で実践することが ｢確
かな学力｣を育成することになると考えたからであ
る｡授業モデルの作成には,｢知識 ･技能の定着｣,
｢知識 ･技能を活用する力 ･考える力の育成｣に重
点をおき,数学的な考えを導く教師の発問と児童の
数学的な表現方法のマニュアルを作成し熟考の充実
を図ってきたQ今後も,PISA型読解力の育成に
むけて研究を推進していく｡
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Title: PROPOSAL OF ARITHMETIC LESSON MODEL WITH ITS EMPHASIS ON PISA TYPE OF
READING ABILITY
HIROSHI NOBUYASU (Elementary School of Sunami)
TOYOO KUROSAKI(Facu)ty of Education Okayama University)
Abstract: In view of an unsatisfactory result of PISA type of reading ability with Japanese pupils, the
improvement of that ability is of vital importance. Keeping before us a specific image of achievement with
PISA type of reading ability, we can make clear the goal and the means to meet it. What sort of abilities,
then, are meant by the development of the reading power? The constituent factors of PISA type of reading
ability represent understanding, reflections, and their applications. The ability to understand is to be able
to get necessary information out of the problem, and to arrive at our own ideas that are founded and
expressed mathematically by diagrams and charts. The capability of reflection is to explain our ideas, and
to reflect on their full implications in communication with others. Application of our ideas would mean the
power of utilizing the acquired knowledge, skills, and ways of thinking in furthering the study and in finding
its implications in our everyday life. Keeping these in perspective, let us suggest a lesson model that helps
to nurture PISA type of reading ability.
Keywords: PISA type of reading ability, understanding, reflection, application
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